
F-4。タ ングステ ン高充填 ナ イロ ンの再 成形 リサ イ クル と熱劣 化 の解析

F-4.タ ングステン高充填ナイロンの再成形 リサイクルと熱劣化の解析

理学部化学科

教授 大石不二夫 川村 桂

地球環境保護上、鉛の使用制限が間近 に迫 り、自動車のスピー ドメータ等 に使用 されて

いる鉛バ ランサーの代替が必須の課題 となってい る。そこで、代替材料 として鉛の比重

(11.3)に 比較的 類似 した タ ングステ ン(比重19.0～19.5)を 用 いて タ ングスデ ン高充填 ナイ

ロンの共同開発 を試みた。 しか し、タングスデ ンは高価であ り、計器用ウェイ トを成形す

る際に大量のスプルー ・ランナー(廃 材)が 生 じるため に、ス プル ー ・ラ ンナーの リサイ

クリングが強 く要求される。

本研究では、1:樹 脂 の質量 比8倍 以上 とい う極 めて高 い充填量 において量産成形 を試

み、かつ成形 を繰 り返すことによ り生 じる試料 の劣化を解析 し、2:車 内環境 下で長期 使

用 に伴 う熱 によ るタングステ ン高充填ナイロンの劣化を解析 し、あわせてタングステンに

よるナイロン6の 劣化促 進作用 の有無 を明 らか にすることを目的 とする。

試料 と して造核剤、滑剤 を配合 したナイロン6(N1)、N1に 各種 安定 剤(フェノール系抗

酸化剤、 ボスファイト系抗酸化剤)を 配合 した試料(N2)、N2に 可塑剤 、離型 ・分散剤 を配合

した試料(N3)、N3に タ ングステ ンを配 合 した試料(NW)を 用 いた。 リサイ クル性

をみ るために、成形の際に生 じたスブルー ・ランナ....と測定 に使 用 した以外 の試験 片を粉

砕 し、射 出成形 を5回 まで行 い、 試料(R・0～R・5)と した。 さ らに、熱 劣化 の影響 をみ る

ために空気循環式のギヤー ・オーブンを用いて1100Cで 促進 熱劣化 を行 った。

測定 は次の通 りである。再成形 した試料お よび熱劣化させた試料の ヒデオマイクロスコ

_プ によるナイ ロン6お よび タ ングステ●ンの分 散状態の観察、色差測定、DSC測 定、F

T-IR測 定(ATR法)を 行 った。 また 、再成形 した試料 に関 してはメル トフロー レー ト

(MFR)お よび引張強度の測定 を行 った。

その結果、次の結論を得た。

1:ビ デ オマ イ クロス コー プに よる表 面観察の結果、ナイロン6に タ ングステ ンを質量 比

8倍 以上 充填 して も、 タ ングステ ン とナイロン6の 分散 は良 か った。N1とN2は 融点 、

結 晶化度お よびMFRに ほ とん ど変化 は見 られ なか った。NWに つ いて は補外結 晶化 開始

温度 、補外 結晶化終了温度お よび融点 は低下 し、MFRは わずか に増加 した ことか ら・N

W中 のナイ ロン6が 低 分子量 化 して いる と推 定 された。引張強さの測定の結果、N1・N

2、N3、NWい ずれ も再成形 に よ る引張強 さの変化はほ とんどなかった。また、FT-

IRの 結果 、N1、N2、NWと も に再成形 による ピー クの変化 はなかった。これ らの こ

とか ら再成形を5回 まで行 って も試料 隷、 わず かな劣化 に留 まることが分か った。

2:促 進 熱劣化 実験 の表面観 察の結 果、表面 にき裂等の変化は観察されなかった。FT-

IRの 結果 か ら、N1、N2、NWい ず れ も促進熱 劣化100時 間 まで行 って もほ とん ど

変化せ ず、500時 間 まで行 うと、 ナイ ロン6のN-H間 の ピー クが減 少及 び消失 した。

以上の ことか ら、タングステン高充填ナイロンの再成形 リサイ クリングが可能 とな り、

実用性の見通 しがたった。
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